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みえてきた 授業改善への見通し 

○小・中英語授業改善のポイント～言語活動～ 
                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

英語の授業改善を進める上で、1 時間の授業および単元を通して「言語活動の

繰り返し」を大切にしていきましょう。何を表現するか（What to tell）、どんな

英語を使って表現するか（How to tell）の両方を思考・判断させることを繰り返

しながら、単元を通して少しずつ「自分の考えや気持ち」を表現する力を育てて

いきたいものです。以下に言語活動のポイントを整理して示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  

平成 3１年 2月６日（水） 
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３学期が始まって約１ヶ月、雪や寒さが厳しい日々

が続きますが、健康に気を付けながら、子どもたちの

笑顔のために、ともに語らいましょう。事務所だより

について、ご意見・ご感想・ご要望等ありましたら、

お寄せ下さい。  （ﾒｰﾙhokushin-ｓ@pref.nagano.lg.jpまで） 

平成３０年度重点目標・キーワード 
学校教育課 

“語らい つなぐ” 

生涯学習課 

“学びをつなげて  
   人づくり 地域づくり” 

 

 

 

 

 

 

 

  
国宝 善光寺本堂（長野市） 

平成 31 年２月 
 

北
信
地
区
の
風
景 

① 目的、場面、状況があるか。 

② 自分の考えや気持ちを表現したり伝え合ったりしているか。 

③ ②のための「英語」を児童・生徒が思考・判断している。 

つまり、何を伝えるか（内容）だけではなく、どのような表現

で伝えるか（英語）も考えさせているか。 

④ ターゲットセンテンス以外の英語もおのずと使用しているか。 
 

言
語
活
動
の 

 
 
 
  

ポ
イ
ン
ト 

 

K 小学校5 年生の授業より 

自分にとっての地域の大切な場所をALT等の

先生方にマグネットを動かしてもらいながら

道案内する場面。ペアで Go straight. Turn 

right.と道案内の表現を繰り返し練習してか

ら、いざ本番。しかし、ペアで練習した通りに

はスムーズに行かず、思わず「Back!  Back!  

少し Go straight! 」と伝える姿が見られまし

た。これは、コミュニケーションの必要感に迫

られて、相手に伝える英語をどうしたらよいか

思考・判断しながら表現している姿であり、「言

語活動を取り入れた授業作り」のヒントとして

ほしい姿です。 

～事例から学ぶ～ 
Back! Back! 

少し Go straight! 
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道徳的価値の意味や意
義を自分との関わりで
捉える教師の明確な意
図をもった発問をする
ことで、自分とのかかわ
りの中で道徳的価値を
捉えようとする「深い学
び」の実現につながりま
す。 

ねらいとする道徳的価
値に基づいた学習の方
向付けを図ります。 

教材の登場人物の行為
に至った心情を想像し
たり、役割演技をして登
場人物の葛藤や行為の
難しさを理解したりし
て、道徳的価値の意味や
実現するために大切な
ことを自分との関わり
の中で考えます。 

 

 
 
 

 

 

特別支援教育コーナー 

今年度を見返し、来年度への準備を始めたい！ 

「個別の教育支援計画」と「個別の指導計画」  

【見返しのためのチェックリスト】 

□ その子が見える「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」になりましたか 

□ 「個別の指導計画」を計画的に見返し、加除・修正しましたか 

□ 「個別の教育支援計画」を支援会議等に活用し、関係諸機関と連携しましたか 

□ 「個別の指導計画」を活用して授業づくりをしましたか 

□ 学年末に、保護者や関係職員とともに児童生徒の育ちを振り返り、次年度に向けて 

「個別の教育支援計画」と「個別の指導計画」の改善の方針が明確になりましたか 

保護者や関係する先生と子どもの育ちや教師の支援、計画の活用の仕方などを

見返して、次年度に向けてより実効性のある計画に改善したいなあ。 

 

子どものねがいやその子らしさを窓口に、次年度に向けて長期的、短期的

な視点をもって、より有効な支援の仕方や計画の活用の仕方について探っ

ていきたいですね。 

子どもの道徳的価値の理解を深める教師の支援～『深い学び』道徳科編～ 

教材名「巣立ちにあたって」 
（信教『わたしの築く道しるべ』） 
内容項目 B 礼儀 
礼儀の意義を理解し、時と場に応
じた適切な言動を取ること 

  道徳的価値に基づいた問題意識をもつ 

 

                

 

自己を見つめ、広い視野から多面的・多角的に考える 

挨拶をした新入職員役と挨拶された人役になった役割演技の後、

学級全体で新入職員役の姿から感じたことを話し合う。 

 

 

 

 

自分の生き方について見つめ直す 

 

 

 

 

 

 

 

自分から進んで挨拶ができますか。 

どうして進んで挨拶をしているのかな。 
 

（挨拶をする大切さって何だ？）う～ん？ 

近所の人に挨拶することができます。 

新入職員役の言葉に気持ちがこもっていて、
挨拶された人は気持ちがいいと思うな。 
 

新入職員役の表情がにこやかだと、挨拶
された人が話しやすそうだった。 
 

挨拶する相手に合わせて話し方や言葉遣いを
考えながら対応していたところが良かったな。 

 

挨拶を大切にしてほしいと願う「叔父」は
「和夫くん」に何を伝えたかったのだろう。 

挨拶ひとつで相手の印象が決まると思うし、お互いに
良い印象になることを伝えたかったと思う。挨拶をす
れば、会話が生まれ、された相手もうれしい気持ちに
なるから、これから挨拶を大切にしていきたい。 

先生 
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学力向上フォーラムながの (1/22(火) 長野市若里市民文化ホール) 

他校の事例を自校に引き寄せて、来年度に生かす 

県内各地の学校から、研究の実践発表がありました。北信管内からは、４校に実践を 
発表していただきました。 
 

 
 
 
 

 

子どもの視点を大切にして授業を振り返る 
講演会では、東京学芸大学教職大学院の渡辺貴裕 

准教授から、「子どもが授業で取り組んだ活動を教師 
自身が体験することで授業の捉えが変わってくる。 
教師自身の学び手感覚の活性化が大切である」とい 
うお話がありました。 
信州型ＵＤカードのワークショップでは、新しい 

１０枚のカードから自身の課題を選び実践等をもと 
に語らいました。 

【参会者が語らう様子】 【新しいＵＤカード】 

＜ポスターセッション＞ 

＜講演会・ワークショップ＞ 

子どもの視点

から作られた 

豊井小学校：実生活とかかわりのある学習問題・単元展開 
小川中学校：近隣６校で連携し学力向上を重点においた 

ネットワークづくり 
栄小学校・南部小学校：新たな学びの授業スタイル 

教師が、子どもの視点に立ち、実践や自身のあり方を見つめ直すことを通して、自身の持ち味や今後の方向に

ついて新たな気付きを生み出す、日頃の取組に直結するフォーラムとなりました。 

特色ある実践から学ぼうとする参会者の皆さんの姿がありました。 

 

 1 月 17 日(木) 長野合同庁舎 

○講演会   演題：「子どもの人権保障から考える～子育て世帯の貧困～」 
講師：長野大学社会福祉学部社会福祉学科 専門ゼミナール 「鈴木ゼミ」生 

小口 理乃さん 佐々木 真結さん 中島 碧さん 
長野の子ども白書編集委員会事務局代表  小林 啓子さん 

県が実施した「長野県子どもと子育て家庭の生活実態調査」の分析チー

ムとしてかかわった 3 名の長野大学の学生から、実態調査の分析の結果と

考察を報告していただきました。 

貧困問題の支援にかかわっている小林啓子さんからは、具体的にどんな

取組が大切であるかを示唆していだだきました。 

【参加者の感想】 

子どもの貧困問題は、見た目では分かりませんが、データを見るとよく

理解できました。困っている家庭に、何ができるか、みんなで考え、声に

出していくことが大事だと思いました。 

○実践発表･情報交換  発表者：山屋 秀夫さん （木島平村 人権同和推進室 指導員） 

○実践発表･情報交換  発表者：堀口 強さん （千曲市 人権教育推進員・社会教育委員） 

○実践発表･情報交換  発表者：涌井 純生さん （中野市 人権のまちづくりネットワーク代表） 
地域において人権教育リーダーとして活躍されている 3 名の実

践発表を行いました。その発表をもとに小グループでの情報交換を

行いました。自分の地域における成果や課題について積極的な意見

交換がされました。 

【参加者の感想】 

たいへんエネルギッシュな実践者の方々の話で、元気をもらうこ

とができました。自分も地域で何ができるのか、もう一度考えてみ

たいと思います。 
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◆
「
お
山
」「
富
士
山
」
…
。 

子
ど
も
た
ち
は
提
示
さ
れ
た 

影
絵
に
名
前
を
つ
け
た(
①) 

◆
Ａ
先
生
は
「
最
初
は
お
山
。
色
板
を
」

(

三
角
形
の
色
板
を)

何
枚
並 

べ
れ
ば
い
い
か
な
？
」
と
問 

い
か
け
た
。
Ｙ
さ
ん
は
１
つ
の
角 

に
合
わ
せ
て
色
板
を
置
き(

②)

、 

２
枚
目
の
色
板
を
並
べ
て
置
い
た 

(

③)

。
そ
し
て
、
色
板
の
向
き
を 

変
え
な
い
で
並
べ
て
置
く
こ
と
を 

繰
り
返
し
た
◆
Ａ
先
生
は
、
Ｙ
さ 

ん
が
は
じ
め
に
置
い
た
色
板
を
指 

差
し
、
「
こ
の
向
き
か
な
？
」
と
尋
ね

た
。
色
板
の
向
き
を
変
え
れ
ば
、
Ｙ
さ

ん
が
色
板
の
辺
を
ぴ
っ
た
り
重
ね
て

「
お
山
」
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
た
か
ら
だ
。
Ｙ
さ
ん
は
色
板
を
じ

っ
く
り
眺
め
た
。
そ
し
て
、
④
の
よ
う

に
色
板
を
回
し
て
ず
ら
し
て 

い
く
と
、
同
じ
長
さ
の
辺
が 

ぴ
っ
た
り
重
な
り
、
⑤
の
形 

が
で
き
た
。
そ
の
後
重
ね
る 

辺
を
変
え
て
「
お
山
」(

⑥) 

を
つ
く
り
、
ず
ら
し
て
回
し
、
影
絵
に

影
絵
に
合
わ
せ(

⑦)

、
友
だ
ち
に
「
見

て
！
」
と
笑
顔
で
伝
え
た
◆
次
に
「
富

士
山
」
を
つ
く
る
場
面
。
色
板
の
向
き

を
変
え
て
辺
を
ぴ
っ
た
り
重
ね
て
い

く
こ
と
を
繰
り
返
せ
ば
よ
さ
そ
う
だ

と
考
え
た
Ｙ
さ
ん
は
、
そ
の
や
り
方
で

は 
 

Ｓ
小 

一
年 

算
数
科 

「
か
た
ち
づ
く
り
」 

 

影
絵
と
同
じ
形
を
色
板
で
つ
く
る
場

面
。
ず
ら
す
、
回
す
な
ど
、
色
板
を
移
動

す
る
活
動
を
繰
り
返
す
Ｙ
さ
ん
。
試
行

錯
誤
す
る
中
で
、
色
板
の
向
き
を
変
え

る
と
辺
が
ぴ
っ
た
り
重
な
る
こ
と
に
気

付
い
た
り
影
絵
の
中
に
色
板
で
つ
く
っ

た
形
を
見
付
け
出
し
た
り
し
て
い
く
。 

【このエピソードから何を感じましたか？】 

                     

                     

 

【このエピソードから大事に考えたいこと】 

◯具体物を使って試行錯誤する数学的活動に取り

組み、図形の構成を捉えていった子どもの姿。 

○その子らしい追究を支えることができるよう、

数学的活動の充実を図る教師の姿。 

６
枚
の
色
板
を
置
い
た(

⑧)

。 

そ
し
て
、
１
枚
の
色
板
で
上 

の
角
に
合
わ
せ
よ
う
と
⑨
の 

よ
う
に
７
枚
目
の
色
板
を
置 

き
、
回
し
て
ず
ら
す
が
、
う 

ま
く
い
か
ず
、
色
板
を
崩
し 

た
。
⑧
の
部
分
が
ち
が
う
と 

考
え
た
Ｙ
さ
ん
は
、
⑩
の
よ 

う
に
色
板
を
置
き
、
同
じ
や 

り
方
で
色
板
を
置
い
て
い
く 

が
、「
富
士
山
」
を
つ
く
る
こ 

と
が
で
き
ず
、
周
り
を
見
渡 

し
た
◆
「
富
士
山
」
を
つ
く 

れ
な
い
原
因
が
「
富
士
山
」 

の
上
の
部
分
に
あ
る
こ
と
を 

把
握
し
た
Ａ
先
生
は
、
影
絵 

を
ス
ク
リ
ー
ン
に
大
き
く
映 

し
出
し
、
正
方
形
を
か
き
加 

え
た(
⑪)

。
子
ど
も
た
ち
が
、 

富
士
山
の
上
の
部
分
が
１
枚 

の
三
角
形
で
は
な
く
、
２
枚 

の
三
角
形
が
背
中
合
わ
せ
に 

な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
て
ほ
し

い
と
考
え
た
か
ら
だ
。
Ｙ
さ
ん
は
ス
ク

リ
ー
ン
を
じ
っ
く
り
眺
め
、「
あ
っ
、
分

か
っ
た
。
分
か
っ
た
よ
。
分
か
っ
た
。

も
う
分
か
っ
た
、
先
生
」
と
つ
ぶ
や
い

た
。「
お
山
」
の
と
き
に
試
行
し
た
⑤
か

ら
⑦
の
動
き
を
見
付
け
た
の
だ
◆
⑧

に
「
お
山
」
を
ぴ
っ
た
り
重
ね
れ
ば
よ

さ
そ
う
だ
と
考
え
た
Ｙ
さ
ん
は
、
「
富

士
山
」
を
つ
く
り
、
自
分
が
「
お
山
」

の
発
見
を
「
富
士
山
」
に
活
用
で
き
た

う
れ
し
さ
を
感
じ
て
い
っ
た
。
そ
の
う

れ
し
さ
は
、
子
ど
も
の
つ
ま
ず
き
を
予

想
し
、
個
々
の
実
態
に
応
じ
て
数
学
的

活
動
の
充
実
を
図
っ
た
Ａ
先
生
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
。
授
業
後
に

「
子
ど
も
た
ち
、
よ
く
考
え
ま
し
た
」

と
語
る
Ａ
先
生
の
笑
顔
は
、
子
ど
も
の

笑
顔
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
◆ 

 
 

 
 

 
 

学校訪問で出会った「笑顔」を

コラム風に紹介します 

※学年だより等で 
このまま紹介する 
ことも可能です。 

北信教育事務所の 
ホームページに 
アップしておきます。 
ご活用下さい。 

富士山 
お山 
① 

② 

⑥

⑤

④

４

４

④ 

⑦

⑥

⑤

① 

⑧

⑥

６ 

④

③

②

３ 

⑤

④

③

②

３ 

⑩

⑧

① 

③

② 

⑪

⑩

⑧

① 

 

⑨

⑦

① 
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